
外来害獣捕獲檻貸出制度　注意事項誓約書
記
１　借用期間
　　　　年　　月　　日　～　　　　　年　　月　　日
ただし、岡崎市から求められた場合は、期間内であっても直ちに返却します。
２　捕獲檻の利用条件
　檻の利用は以下の全てに合致するものであり、条件に反した場合は直ちに捕獲を中止し檻を返却します。
(1) 檻の設置は鳥獣保護管理事業計画書に定める「被害の防止目的での捕獲についての　許可基準の設定」のうち、住宅等の建物内における被害を防止する目的で実施するもので、当該敷地内において捕獲する場合で狩猟免許を免除される規定に該当するものです。
(2) 営利目的並びに農作物被害防除など、生活被害の予防のための外来害獣捕獲以外の目的ではありません。
(3) 捕獲檻は許可を受けた住宅の敷地以外の場所に設置せず、止刺し以外の目的のため敷地外に持ち出すことはしません。
(4) 檻の設置中、常に鳥獣捕獲許可証、標識を掲示し、岡崎市及び第三者から求めがあった場合は檻、許可書及び標識を開示します。
(5) １日１回以上檻を観察し、外来害獣以外の動物を錯誤捕獲した場合は直ちに放獣します。ただし錯誤捕獲した動物が外来生物であった場合は岡崎市の指示に従います。
(6) 外来害獣を捕獲した場合は、捕獲から３日以内に自ら止刺し処分します。
(7) 自ら止刺し処分することが困難な場合は、岡崎猟友会（以下「猟友会」という。）に檻の回収、外来害獣の止刺し・処分、檻の洗浄・返却を依頼します。その場合の費用は市長と猟友会が取り決めた額により、受託した猟友会会員の間で直接精算します。
(8) 利用に伴い損害が生じた場合及び他人へ損害を生じさせた場合は、その理由を問わず自らその責を負い賠償に応じます。
３　捕獲檻の返却
(1) 紛失、破損、盗難等で檻を返却することが不能となった場合は同種、同等機能の物を弁償します。
(2) 返却にあたっては次回の利用に支障のないよう檻を洗浄し、鳥獣捕獲許可証（捕獲結果を記載）、標識及び腕章を添えて返却します。猟友会会員に止刺し処分を依頼した場合はこれらを引き継ぎます。
４　法令の遵守
(1) 利用については、「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律」及び「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」を遵守し、本来の目的と異なる目的による捕獲であるとの疑念を持たれることないよう、適切な利用を心掛けます。
(2) 本来と異なる目的に罠が使用されるおそれがあるとの通報があった場合は、直ちに利用を中止し、檻、鳥獣捕獲許可証、標識及び腕章を返却します。
私は見出しの制度の利用に当たり、上記の事項を遵守することを誓約します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　年　　月　　日

　（宛て先）　岡崎市長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
（様式第２号）








